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Lesson 1：準備をしよう
～オレだけのGoogle

Googleはとにかく、よくできている。狙いどお

りのものが見つかる確率が本当に高い。その

秘密は、「PageRank」という技術にあって、簡

単に言うと「他のページからどれだけリンクされ

ているか」という参照度を算出するんだな。参

照度が高ければ高いほど「重要なページ」とな

るわけだ。だってそうでしょ。「NTT」ってキーワ

ードで探したら、日本中で一番多くリンクが貼ら

れているページはNTTに決まってる。仮に、「日

本鉄砲大会」（NTT）なんてページがあったとし

ても、本家のNTTに比べたら圧倒的にリンクさ

れている数が少ないはずだ。有名サイトや人気

サイトもいろいろなところからリンクが貼られてい

るでしょ。とにかく、このPageRankを考えた人

はすごいね。本誌2001年8月号で詳しく解説

しているので、興味がある人は読んでみてくれ。

さて、Googleを使うなら、まずはトップページか

ら「表示設定」をクリックして下の画面を出して

みよう。最初の設定で使ってもいいのだけど、

ここでいろいろやっておくと、快適に使えるぞ。

まずは「検索言語の設定」。通常は検索窓の

Googleの達人への第一歩はこの設定画面から始まる。いろいろ試してみて、使いやすい設定を見つけよう。外国語が
得意な人は、ぜひ、言語設定にもチャレンジしてみてほしい。 www.google.co.jp

ようこそ「レッツ・ネット！」へ。先月から始

まったこの連載。前回はオレの愛するメール

ソフト「Shuriken Pro2」の使いこなしを

解説した。さっそく、大きな反響があったの

で報告しておこう。ほかでもない、このソフト

の生みの親、ジャストシステム広報様からお

便りが届いたのだ。「確かにオレもネーミング

にはちょっとした恥ずかしさを感じていた」な

んて書いてしまったもんだから、受信箱の件

名を見つけたときにはドキッとしたぞ。でも、

さすがは天下のジャストシステム。怒ってい

ないばかりか、とても丁寧なお礼もいただい

た。で、何度かメールをやり取りするうちに、

「今度、お食事でも」ということになった。も

ちろん、「本当にごちそうしていただいたらシ

ャレにならないので、ワリカンでいきましょ

う！」と書いたぞ。

さて、今月のテーマはあの有名な検索サイト

「Google」だ。検索テクニックというと、よ

く「and」「or」「＋」「－」とかの検索記号が出

てくるが、そんな面倒なことをしなくても見

つかるのがGoogleのいいところ。堅い話は

抜きにして（本当はオレ自身、そういう記号を

使って検索をしたことが一度もないだけなの

だが）、もう少し、実践的というか、経験的と

いうか、レッツ・ネットらしい話をしていく。

それから、Googleで暇つぶしができるって

知ってたかな？　オレも担当編集の原稿を待

つ間によくGoogle遊びをやる。本当はそう

いう時間を有効活用しなきゃだめなんだろう

が、待ち時間ってテンション低いんだよね。こ

の世に無駄なことなどない。ネット道を極め

たいなら、ネットで遊ばなきゃ。じゃ、始めよ

う。ご一緒に、「レッツ・ネット！」

[ 今 月 の お 題 ]

第2回：Googleで探せるか？ 遊べるか？
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【ニュースサイトを勝手に検索してしまう】

下に「ウェブ全体から検索」と「日本語のページ

を検索」と表示されているはずだ。“私は中国

語で探したいのよ”“おれはスペイン語さ”とい

う人はここで「これらの言語のページだけから

検索する」を選んで、使う言語にチェックしよう。

いくつでも選べるぞ。

「検索結果の表示件数」も自由に選べる。初期

設定は10。ちなみに、オレは20にしている。ペ

ージをめくるのが面倒なら、思い切って100にし

てもいい。それから、「結果ウィンドウ」の「検索

結果を新しいウィンドウに開く」にチェックする

のがオススメだ。これをやらないと、検索結果

のページでリンクをクリックするとGoogleからリ

ンク先に移動してしまう。そこからさらにリンク先の

ページをめくっていると、Googleに戻れなくなる。

検索結果のページとは別のウィンドウにリンク先を

開いて、行ったり来たりするのが便利だぞ。

これで準備はOK。じゃ、Googleの楽しい使

い方を見ていこう。

POINT：いっぱいリンクされてる

やつが偉いのさ

Lesson 2：ニュースサイトの探し方
～勝手検索はやめられない

この連載を読んでいる志の高いあなたなら、毎

日必ずチェックするニュースサイトの1つくらいあ

るはずだ。ニュースサイトには2つの使い方があ

る。日々のニュース速報を見る場合と、資料と

して過去の記事を検索する場合だ。いまどき

は、ほとんどのニュースサイトに「記事検索」の

ボタンがあって、過去記事を探せるようになっ

ている。でも、中にはしょぼい検索エンジンを

使っているところこもあって、なんで見つからね

ぇんだよとイライラしたことはないだろうか。

そこで、Googleだ。キーワードのあとに続けて

「site:ニュースサイトのドメイン」を入れると、なん

と！ Googleがそのサイトの中だけを探してく

れるのだよ。たとえば、弊社がやっている

Watchのサイトで、今月号の108ページにも登

場した「Tablet PC」を探すなら、「Tablet PC

site:watch.impress.co.jp」と入れる。結果は

下のとおり。出るわ出るわで89件。さすがは

Watchだね。しかも、結構いいネタが一番上に

来てるでしょ。ここがGoogleの賢いところ。

下の図の右にある赤い囲みを見てほしい。

Googleは一度、検索したキーワードを覚えてい

てくれて、最初の数文字を入れると候補リスト

が出てくる。だから、複数のニュースサイトを渡

り歩いている人は、「site:ドメイン」だけを入れ

て、検索ボタンを押す。使うサイト分だけこれを

繰り返す。すると、二度目からは、「si」と入れ

るだけで候補が出てくる。これを選んで、その

前に検索したいキーワード入れれば、楽でしょ。

話を戻そう。Watchに掲載されているTablet

PCのニュースが見つかった。そのままニュース

を読んでもいいけど、やっぱりTablet PCの写

真を見たいのが人情ってもんでしょ。そんなと

きはロゴ下の「イメージ」を押すんだね。これは

結構おもしろい。Watchでも35枚の写真が出

てきた。おっと、君、きみぃ。エッチなキーワー

ドを入れて「イメージ」を押したな。そういう使

い方もなくはない。でも、たいていは芸術性の

高い写真とかグラフィックとかが出てきて、「あ

あ、みんな真面目にやってるんだ」と自分が惨

めになるから気をつけてくれ。その筋は専門サ

イトで探した方がいいぞ。

POINT：エッチな言葉を入れて

イメージを押してはいけない
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BOSSA NOVA GUITAR
www.bossanovaguitar.com

アウラギターサロン
www.auranet.jp

【検索はイマジネーションがすべて】 【日本語と英語だけじゃみつからない】

Lesson 3：イマジネーションを働かそう
～見つからないときは工夫が必要

Googleを使っているのに、なぜか目当てのサ

イトが見つからない。確かに、そういうことはよ

くある。ここでは、2つの難問に挑み、見事にド

ンピシャなサイトを探し当てたオレの経験を紹介

しよう。

おれはボサノバが好きで、自分でもギターを弾

いたりしている。ボサと言えば、ガットギターだ。

ところが、エレキギターと違って若いヤツらはあ

まりガットギターを買わないから、情報も少ない

んだね。ある日、ガットギターの専門店で弦を買

おうとしたら、15種類もあるじゃないか。先月も

話したが、オレはこだわり派だから、どの弦を

買うとどんな音がするのかを知らずにはおれな

かった。そこで、家に帰ってGoogleで調べた。

つまり、目的のサイトは「15種類のガットギター弦

について細かく解説している」ところだ。

「ガットギター弦」と入れて検索したが、全然、

見つからない。こういうとき、まずは類義語を考

えてみる。「ガットギター」は「クラシックギター」

とも言う。「クラシックギター弦」で試す。ああ、

なんか大学のクラシックギター研究会のホーム

ページばかり出てくるぞ。もちろん、弦の解説は

ない。こうなったら、むやみにキーワードを入れ

てもダメだ。じっくり考えたほうがいい。イマジネ

ーションを働かせて、まだ見ぬページがどんなも

のかを想像してみよう。オレは閃いた。弦の解

説をていねいにやってトクするのはだれだ。楽

器屋だ。それもガットギターの専門店だ。小さ

なお店だね。で、そのページにはカタログがあ

るはず。で、ガットギターの専門店だから「ガッ

トギター弦」なんて呼ぶのはおかしい。もっと細

かく分類してなきゃだめだ。

そこで、オレは弦のブランド名の中からもっとも

メジャーな「プロアルテ」を選んだ。とどめは「ナ

イロン弦」だ。おそらく、専門店ならこう呼ぶは

ず。「プロアルテナイロン弦」。ボタンを押した！

見事に的中。「アウラギターサロン」というめちゃ

くちゃ濃いギターショップのサイトが見つかった。

もちろん、プロアルテの詳しい解説もある。オン

ラインで購入もできる。それ以来、オレは必ず

ここ弦を買うようになった。

弦をゲットしたオレは、ボサノバのコード譜を探

した。これもなかなか見つからない。まずは類

義語だ。「ボサノバ」だけでも、「ボサノーバ」「ボ

サノヴァ」「ボッサノバ」がある。全部試したがだ

め。そこで、またイマジネーションだ。ボサノバと

言えばブラジルでしょ。ブラジル人なら自分で採

譜したコードを上げているかもしれない。いや、

1人は絶対にいる。そこで、最初に解説した

「言語の設定」で「ポルトガル語」を選び、

「Bossa tab」と入れた。なんと、一発ですよ。

それが下のページ。他にも「.com.br」のドメイン

でいくつか見つかった。ただ、今回はそのコー

ド譜がけっこういい加減だったという別の問題

にぶつかってしまったが。

まぁ、とにかく、イマジネーションがすべて。探し

たいページを先に予想するんだね。がんばって

みてくれ。

POINT：探したいページを頭の

中で作ってみるんだ！

LESSON 4：Googleで遊ぼう
～悲しいのはキミだけじゃない

じゃ、ここまで読んでくれた人だけに、Google

の楽しい使い方を教えよう。まずは、うちの編

集部の高橋正和が考えたすぐれワザから。仕
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わりとおもしろいかなと思ったこの連載内連載だ

が、Mozillaを日々使っていても、ほとんど不自由が

ない。オレががんばれと応援するまでもないとわ

かった。ということで、2回目にして最終回となっ

た。今月トライしたのは@Niftyの「BBナビ」だ。

ポータルともひと味違う「ブロードバンドナビゲー

ションサイト」。インターフェイスがすべてFlashで

できていて、オレンジ、ブルー、グリーンのボタン

がさまざまなサイトへの入り口となっている。配置

もドラッグアンドドロップで自由に変えられるとい

うかなり凝ったページ。もちろん、Mozillaは問題

なく表示できた。まぁ、Flashだからあたりまえと言

えば、あたりまえ。

さて、次号からこのコーナーは読者の皆さんとの

インタラクティブなものにしたいと思う。レッツ・ネ

ットで取り上げてほしい話題、誰にも聞けなかっ

た疑問、KURAZONOプロへのはげましのお便

り、なんかの自慢、人生相談、恋愛相談、なんで

もありだ。とにかく、メールの件名に「レッツ・ネッ

ト！」と書いて下記のアドレスまで送ってほしい。

いただいたお便りは、基本的にここで紹介させて

いただくので、どうしても人に言えない話題の場合

は「これは出さないで」と一筆添えてほしい。皆さ

んの熱い声をお待ちしている！

im-welove@impress.co.jp

オールFlashのページでもなんのその。3種類のボタンに
マウスを載せると「ド、ミ、ソ」と和音になるが、そのあたり
もまったく問題なし。さくさく動いてました。

www.nifty.com/bbn/nifbb.htm

連載内連載 がんばれMozilla  最終回

事に疲れたとき、悲しいとき、怒られてムカツク

とき。そんなブルーなときは、Googleの検索窓

にその気持ちをそのままぶつけてみよう。「ああ、

もう疲れたなぁ」。ね、いるでしょ。君と同じよ

うに疲れた人が、日本中に。「むかつくんだよ」。

いるいる。みんなむかついているんだよ。でも、

がんばって生きている。結果が出たら、1つ1つ

読んであげようね。きっと勇気づけられるはず。

次は名前検索。これはわりと知られているかな。

自分の名前をフルネームで入れてみる。ネット

で活躍している人は、自分の記事が見つかる

だろうね。でも、狙いはそれじゃない。同姓同

名の人を見つけるのが目的。日本のどこかで、

自分と同じ名前の人が活躍していると思うと、

なんかいいじゃない。オレの知人の1人がこれ

をやったところ、同姓同名の神父さんが見つか

った。それ以来、彼はそのページに定期的に通

い、いまではすっかりクリスチャンになった。わ

りとろくでもないヤツだったから、いい話だと思

うよ。ちょっと変わった名前の人は名前検索に

向かないので、あしからず。

最後は、オレが解説者をやっているNHKの

『ITキング決定戦』でも採用された「検索じゃん

けん」。これは2人以上でやる遊びだね。とにか

く検索結果の少ない方が勝ち。まず、テーマを

決める。で、入れるキーワードは2つ。たとえば、

テーマが芸能人なら、「浜崎あゆみ 浅丘ルリ

子」とかね。なんと、これでも398件もある。も

っと変な組み合わせじゃなきゃ勝てない。それ

から、1つを超メジャーな人に固定するとさらに

おもしろいぞ。「浜崎あゆみ」をマストワードにし

てやってみよう。「浜崎あゆみジョニー大倉」。

これで70件。相手によっては勝てるかもしれな

い。でも、もっと少ない組み合わせがあるはず。

「浜崎あゆみ一節太郎」。うん、10件。このくら

いがボーダーラインかな。言い忘れていたが、0

件は失格になるぞ。最強は1件だ。もし、浜崎

あゆみとの組み合わせで1件になる芸能人がわ

かったら、メールで教えてくれないか。アドレスは

下の囲みに書いてある。先着1名様に本誌Tシ

ャツをプレゼントするぞ。ただし、自分でページ作

るのはなしだからな。じゃ、みんなも最強の「検

索ジャンケニスト」を目指して精進してくれ！

POINT：Googleで人生が変わっ

た人がいてもいいじゃないか

LESSON番外：アップデート情報
～備えあれば憂いなし

そういえば、ウイルスに強いはずのShurkenに

もセキュリティーホールが見つかってしまった。8

月29日に修正パッチが上がったので、先月のレ

ッツ・ネットですっかりShurikenの虜になった

人は必ず、アップデートしよう。ヘルプメニュー

から「ShurikenのWebページ」を選ぶとホーム

ページに行ける。アップデートしたあとで添付フ

ァイルなどを実行しようとすると、「××を実行

しようとしています。よろしいですか」とメッセー

ジが出るようになる。ここでむやみに「はい」を

押してはいけない。安全かどうかを確認しよう

とか言われても、わからないよなぁ。基本は

HTML メールは開かない。これが一番だ。知

人からのメールでも油断はできない。できれば、

テキストメールで送ってくれるようにお願いしてみ

てくれ。あと、添付ファイルの付いたメールや

HTMLメールを一覧からダブルクリックするの

も危険だぞ。メールはプレビューで見るようにし

よう。今月はそんなところかな。皆さんからの熱

いお便りを待っている。では、また来月お会い

しよう。「レッツ・ネット！」
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